
 

 

 

子ども・子育て支援新制度は
子どものすこやかな成長を支援
する重要な施策。事業計画を定
めるが、どうゆうものが盛り込む
のか伺う。 

市町村で支援計画を策定する。義

務付けられている項目は 3 点、教育、

保育を提供する区域を策定する事。

施設の需要の見込み、これに対応し

た実施時期を定めることである。 

 三条市の公立保育所の統廃合
計画で旭保育所と裏館保育所
は今後どのように進めるのか。 

 統合が必要との認識は変わっていな

い。一方で地方都市イノベーション事業

でも保育所建設も対象となることから、

この枠組みの中で早期に実施していき

たいと考える。 

生活困窮者支援について、生
活保護の受給実態はどうか。 

高齢者世帯の割合はどうか。 

 子どもの貧困への連鎖への取り
組みについて。子どもの将来が生
まれ育った環境で決められてしまう
社会は望ましい姿ではないと考え
る。貧困が親の世代から子どもに
連鎖する現実に対して相対的な取
り組みはどうか伺う。 

 
 世代を超えての貧困層の固定化が憂

慮されている。これを回避していくため

にも、子ども若者総合サポートシステム

とも連携しながら強化を図って行く。 

● 7.13 水害追悼式典に太田昭宏国土交通大臣を迎え開催！ 

●「火災で被災された方のための各種手続き・支援のご案内」のパンフがで

きました。（5 月の横町火災を契機に作成されました。） 

●河川改修・国道整備促進特別委員会が設置されました。（６月定例会議会）
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のざき正志・定例会一般質問より 
６月 

定例会 

「庶民の代表「庶民の代表「庶民の代表「庶民の代表として！常に現場から！行動する頼れる男」として！常に現場から！行動する頼れる男」として！常に現場から！行動する頼れる男」として！常に現場から！行動する頼れる男」として活動しています。皆様よりの期待に応え

るため、更に働いてまいります。「現場からの声、皆様からの声をカタチに変えて行きます。」「現場からの声、皆様からの声をカタチに変えて行きます。」「現場からの声、皆様からの声をカタチに変えて行きます。」「現場からの声、皆様からの声をカタチに変えて行きます。」 

ホームページはこちら http:/www.komei.or.jp/km/sanjo-nozaki-masashi/ 
 

生活保護の受給世帯は 23 年度から

25 年度にかけて、緩やかな増加が続い

ている。その中で高齢者世帯の割合も

緩やかな増加傾向が続いている。 
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 太田昭宏国土交通大臣（7.13）    合同研修会(7.14)     新たな質問席（本会議場） 


